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　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され，本報告書はその結果

を正しく記載したものである。

　また，本試験は下記のGL　Pに従って実施したものである．

　「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める

省令第4条に規定する試験施設について」　（環保業第弓9号，薬発第229号，59基局

第85号，19841一部改正2000）

2001年12月　7日

試験責任者

2



信　頼　性　保　証　書

株式会社三菱化学安全科学研究所

横浜研究所
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表　　題1 K－1539のコイヘの濃縮度試験

試験番号： A　O10219

　本試験は，試験計画書および標準操作手順書に従って実施され，本報告書には試験

に使用した方法，手順が正確に記載されており，試験結果は生データを正確に反映し

ていることを下記の査察および監査実施により確認した。

記

実　施　事　項

試験計画書監査

試験の査察

最終報告書監査

フィード原液の調製

魚の投入

魚の分析

試験水の分析

実　施　日

2001年　7月　5日

2001年　7月　9日

2001年　7月12日

2001年7月19，25日

2001年　8月　2日

2001年12月　7日

運営管理者および

試験責任者への報告日

2001年　7月　5日

2001年　7月　9日

2001年　7月12日

　2001年7月25日

2001年　8月　2日

2001年12月　7日

2001年12月　7日

信頼性保証部門担当者

3



試　験　実　施　概　要

1．表　　題：

2、試験目的：

3．　適用力’イドライン：

4、適用G　L　P

5．試験委託者：

K－1539のコイヘの濃縮度試験

（試験番号：A　O10219）

被験物質のコイヘの濃縮度試験を行い，濃縮性を評価する．

「新規化学物質等に係る試験の方法について」

615号，49基局第392号，19了4：一部改正1998）

（環保業第5号，薬発第

「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等

を定める省令第4条に規定する試験施設について」　（環保業第39号，薬

発第229号，59基局第85号，1984；一部改正2000）

財団法人化学物質評価研究機構

福岡県久留米市中央町19番14号

委託責任者

6．試験受託者：

7．試験施設：

株式会社三菱化学安全科学研究所

東京都港区芝二丁目1番30号

株式会社三菱化学安全科学研究所横浜研究所

神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8、試験責任者：

生態化学グルーブ

9、試験担当者： 膿施願駕・年・2月・日）

10．試験日程： 試験開始日

取込開始日

取込終了日

試験終了日

2001年　7一月　5日

2001年　7月12日

2001年　8月　9日

2001年12月　7日

11．保　　管： 試験計画書，生データ，被験物質，記録文書および最終報告書は，横浜研

究所の保管施設に保管する．

保管期間は，最終報告書作成後IO年間とし，以降の保管は試験委託者と

協議の上，決定する．

ただし，被験物質については，上記通知を受けるまでの期間または品質低

下をおこさないで安定に保存しうる期間のいずれか短い方の期間とする．
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要 ご
日

試験委託者：

表　　題：

試験番号：

試験期間：

試験方法：

結　　果：

財団法人化学物質評価研究機構

K－1539のコイヘの濃縮度試験

A　O10219
2001年　7月　5日～2001年12月一7日
r新規化学物質等に係る試験の方法について」　（環保業第5号，薬発第615号，

49基局第392号，1974：一部改正1998〉に準拠した．

・試験水の供給：　　　　　　　　流水式（800L／日）

・試験水中の被験物質濃度（設定）：第一濃度区　　α2㎎几

　　　　　　　　　　　　　　　　第二濃度区　　α02㎎几

・試験水中の助剤濃度：

　　　試験区　第一濃度区　　2一井キシエタノール　≒12．5ppmlv／v｝

　　　　　　　第二濃度区　　2づトキシェタノール　≒12．5ppm｛v／v｝

　　　　コントロール区　　　　2一メトキシエタノール　　12，5ppm（v／v〕

・取込期間：　　　　　　28日間

・分析方法：前処理後，ガスクロマトグラフ法により測定

・ヒメダカに対する96時間一LC50値：32mg几

・魚体中脂質含量：　　　開始時4．5％（n二3，4．3～4．8％）

　　　　　　　　　　　終了時4．8％（n＝3，ユ了～5．7％）

濃縮倍率測定結果を下記に示した。

取　込　期　問 4日目 7日目 14日目 21日目 28日目

平均水中濃度（mg／L） 0，201 0，ig4 O，194 0，198 O，198

第一濃度区 濃縮倍率　　　　　　l

aCF　〈5　　　　　2

一く4

q4

〈5

q5

〈5

q5

〈5

q4

〈4

q5

平均水中濃度（皿g几） 0．0222 0．0213 0．0217 0．0218 0．0214

第二濃度区 濃縮倍率　　　　　　1

WCF　〈39　　　　　2

〈36

q38

〈39

ｭ38

〈35

ｭ39

〈39

q37

〈32

q32

考察：濃縮倍率は低く，被験物質の魚類への濃縮性は低いと判断される。
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1　被験物質

L　i名称，構造式および物理化学的性状

　名称＊：　　　2一（ジブチルアミノ）エタノール

　　　　　　　　　（略称：K－1539）

　構造式＊：

　　　　　　　　　　　　　　／CH2CH2CH2CH3

　　　　　　HOCH2CH2－N
　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　CH2CH2CH2CH3

分子式：

分子量幸：

融点＊：

沸点‡：

溶解度幸：

蒸気圧事：

密度車：

L2供試試料

供給者：

受領量：

受領日二

助ト番号‡二

・純度‡：

外観：

CtDH23NO

173．30

－75℃

228．7℃

水0．49／100gat25℃

984hPa　a［226℃～228℃

0．855～O．863at20℃

‡　　　　　　　　　製品安全データシートによる。

財団法人化学物質評価研究機構

25副×2本

2001年　4月26日
CKF4312

9ユ8％（GC法，水分0．03瑞）

わずかにうすい黄色透明液体

紀委託者提供資料による。
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1，3被験物質の確認

　　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定した。測定したスペクトルは独立行政法

　人　産業技術総合研究所の有機化合物のスペクトル・データベースから提示された構造を

　有する化合物の標準スペクトルと一致することおよび被験物質の構造の特性が認められる

　ことを確認した。

　　（装置｝フーリエ変換赤外分光分析装置：Nicolet製AVATAR320型

　　さらに質量スペクトルおよび核磁気共鳴スペクトルを測定し，構造を確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lAppel］d　lx　1コ

1．4保管方法および保管条件下での安定性

　　被験物質は当研究所内の試験物質保管用冷蔵庫（保管条件：冷蔵，遮光）内に保管した。

　実験終了後にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクトルと比較

　した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管条件下で安定で

　あったと判断された。

　（装置）フーリエ変換赤外分光分析装置：阿ico］et製AVATAR320型　　　［Appendix1］

2　試　験　の　概　要

　　　r新規化学物質等に係る試験の方法について」　（環操業第5号，薬発第615号，49基

　局第392号，1974；一部改正1998）に準拠して実施した．
　　濃縮度試験装置（F惚1（p，29））を，第一濃度区（高濃度区）および第二濃度区（低濃度

　区）として2系列設置し，被験物質を含む水中でコイを飼育した．また，コントロール区と

　して1系列設置し被験物質を含まない水中でコイを飼育した。この間，水中及び魚体中被験

　物質濃度を定期的に測定し，その対比により濃縮倍率を求めコイヘの濃縮性を評価した．

　　試験水中濃度は，ヒメダカを用いて急性毒性試験を行い，96hr－LC50値の1／100以下（第

　一濃度区），1／1000以下（第二濃度区）に設定した．

3　試　験　用　水

　　試験用水は，横浜市水道水を活性炭処理後，活性炭で除去できない極微量の遊離塩素を

　中和するため希釈水にチオ硫酸ナトリウム水溶液を添加（添加量は水中濃度として約0．08皿g

　／L程度である．）することにより脱塩素した。この水を24℃に加温または冷却し，ばっ気し

　た希釈水を用いた（希釈水の水質は6ヶ月毎に水質検査を行い，水産用水基準に適合してい

　ることを確認したものである。）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Appendix2］

4　急　性　毒　性　試　験

　　　OE　C　D化学品テストガイドライン203「魚類急性毒性試験」に準じて96hr－LCsoの測

　定を行った。試験液は希釈水に溶解させて調製した。なお，試験液中の被験物質の濃度測定

　は行わず，結果（LC50）は設定濃度をもとに算出した。

i
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4．1供試魚

　1）魚　種：　　ヒメダカ（Or翅i∂5ノ躍∫ρθ5，メダカ科）

　　入手先：　　綱島フィッシング㈱

　入手日：　　2001年　6月26日

　　ロット番号：01－H－0626（T）

　予備処理：　入手時に目視観察をして異常のあるものを除去し，薬浴後流水状態で

　　　　　　　　飼育した．

　全長：　2±lc皿

　体重：　約0．29
2｝じゅん化

　水槽ぬ：　　B－6

　水温：　24士2℃

　期間：　　2週間以上

　餌の種類：　テトラベルケ社製テトラミン

　給　餌：　　魚体重の2％相当（毎日，但し試験前24時間無給饅）

　試験前1週間の死亡魚の割合：〈5％

4、2試験条件

　試験濃度：

　飼育密度：

　試験水量：

　水　温＝

　液交換：

　エアレーション：

　溶存酸素濃度：

　給　餌二

　試験期間：

0（コントロール区），12．5，25，50，

IO尾／濃度区

3．OL

23．了～24．0℃（実測値〉

なし

あり

了．9～8、5mg／L　（実演1イ直）

なし

96時間

100mg／L

4．3試験液の調製

　D試験区

　　被験物質0，3gを希釈水3L中に撹拌しながら滴下，溶解してioO皿g／しの試験液を調製

　　した・同様に100mg／しの試験液3Lを調製し，ここから375吐，750吐，1、5Lを分取し，

　それぞれ希釈水で3しに定容し，被験物質濃度12、5，25，50mg／しの試験液とした。

　2）対照区

　　希釈水3Lを試験液とした．

l
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4．4結　果

　　被験物質の96hr－LC50は32㎎／L（Doudomff法）であった。　　　　　　IFig2（p・30｝］

　　従って，急性毒性試験の結果より，濃縮度試験における試験水中被験物質濃度を，96hr－

　LC50値の1／100以下及び1／1000以下である0、2及び0．02㎎／しに設定した。

5　分　析　方　法

5．1機器及び試薬

　　（機器）

　　電子天秤：　　　　　　　　　メトラー製　AG204型（ぬし2）

　　電子天秤：　　　　　　　　メトラー製　PB3002型（トh2）

　　上皿電子天秤：　　　　　　メトラー・トレド製　PB3002－S型（ぬ1，2）

　　ホモジナイザー：　　　　　　日本精機製作所製　削型（南3、4、5，τ）

　　アスピレーター：　　　　　ヤマト科学製　WP－15型（晦i，2）

　　　　　　　　　　　　　　　　増田理化工業製　PP－11型（晦1）

　　ロ一夕リーエバボレ一夕：　　ヤマト科学製　RE－400型（恥1，4）

　　　　　　　　　　　　　　　　柴田科学器械工業製　RE－111型（恥i）

　　クールニクスアスピレーター：ヤマト科学製　CF600P型（ぬ1，3）

　　（試薬）

　　アセトニトリル：　　　　　純正化学製　　試薬特級

　　アセトン：　　　　　　　　国産化学製　　試薬特級

　　りん酸水素ニナトリウム（無水）

　　　　　　　　　　　　　　　　和光純薬製　　試薬特級
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5．2ガスクロマトグラフィー（GC）測定条件

（装置）

ガスクロマトグラフ

データ処理装置：

（条件）

二島津製作所製　G　C－17A（Ml）

　F　I　D検出器付

　島津製作所製　C－R7A（NQD

　島津製作所製　CLASS－LCIO型

カラム：　　　ヒrbトパッカード製HP－50．53㎜i．d．×30m

温度　カラム：80℃（Ominl→！0℃／min→230℃

　　　注入口：150℃

　　　検出器：250℃

流量窒素二　15mL／min

　　　水素：　70kPa

　　　空気：　70kPa

試料注入法：　オンカラム

試料注入量：　L　OμL

測定レンジ：　検出器　0

　　　　　　　データ処理装置　ATTE庶　4

膜厚L5μ皿

5．3検量線の作成

　　被験物質の100舳g／Lアセトニトリル溶液を調製した．その溶液をアセトンで希釈し，

　Lα2・0・4・Omg／しの標準溶液を調製した・この標準溶液を　GCに注入してピーク面積を

測定し，横軸に濃度を，縦軸にピーク面積（cou皿t表示）をとり，検量線を作成した．検量

　線はほぼ原点を通る直線となり，最小二乗法による直線回帰式の相関係数は1．000と良好

　であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Fi＆3～4（p．3i～32）］

　　試料の分析に当っては，試料測定毎に標準溶液（濃度2、Omg／工）の測定を行い，そのピー

　ク面積比から定量した。

1
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5．4試験水中の被験物質の分析方法

　下記の操作手順に従って分指した．

　試験水100皿L（1000mL）坤

　←0」M／L　Na！HPO4水溶液20皿L

エムポアーイスクC　i8　47㎜（予め アセトン20ml精　水榊50皿
でコシディシゴン’しこ　の　にアヌピレ一洗で口引　通液

1一精製水約2。皿しで洗浄

　　『

濃　　（ロー列一エハ■ポレ一夕（浴温約40℃　　圧度約150hPa））

　　←アセトン

鯉　　1蟷（試料注入量二1．0μL）
‡：（）内は，第二濃度区の場合を示す

‡‡二精製水　JIS　KO55了A4グレードの水

　　ヤマト科学製　超純水製造装置，職600A

1
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5．5魚体中の被験物質の分析方法

　下記の操作手順に従って分析した．

　　魚体2尾重量測定（約10）
」

1一アセ闘4・証

ホモジナイズ（5分　回転速度約8000r　m）

　→

遡

壁1一精製水
定容mO虹
　F

　F
SEP－PAK　C18（予めアセトン10mL

　1

塵　1←アセトニトリル4眠
ホモジナイズ（5　　・　速 約8000rm）

轡
麟
一

製水15皿しでコンディショニングしたもの）に通液

　1

盤　1
蝋（試料注入量：1．0μL）

1
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5．6ブランク試験及び添加回収試験

　　GC分析において，目視により確認でき養程度の微小のピーク面積約1000countを検出

　限界（検量線より約0，0了mg几）とした、

D試験水

　・ブランク試験

　　コントロール区より試験水を採取し，5．4の第二濃度区の操作に従って2回分析した．

　測定値は検出限界未満となり，試験水中濃度として＜O．001㎎／しであった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［TaLI（μ22），Fig5（μ33）］

　・添加回収試験

　　被験物質濃度20㎎几のアセトニトリル溶液1拙を，コントロール区の試験水に加え

　100皿しに定容して，被験物質濃度O．2mg／L（第一濃度区の試験水濃度と同じ）の試験水を

　調製した。同様に被験物質濃度20皿g／しのアセトニトリル溶液1血’を，コントロール区の

　試験水に加え1000皿しに定容して，被験物質濃度0．02㎎／L（第二濃度区の試験水濃度と同

　じ）の試験水を調製した。これを5．4の各濃度区の操作に従って分析し，回収率を求め

　た。　2回分析を行ったところ，平均添加回収率は第一濃度区で88．8％・第二濃度区で

　85・5％，標準偏差はそれぞれ3．6％，1．5％であった。平均添加回収率の値を用いて試験

　水の分析値を回収率補正した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Tab．2　（p．22）　，　Fig．6　（p、34～35）　〕

2｝魚体

　・ブランク試験

　　取込開始時にコントロール区より採取した魚体4尾を5．5の操作に従って2尾ずつ2

　回分析した。取込終了時にも同様にコントロール区より採取した魚体を用いて分析を行っ

た。測定値は検出限界未満となり，魚体中濃度としてく0。8μg／gであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Tah3｛P、23），Fig．7（P．36～3了）］

　・添加回収試験

　　コントロール区より採取した魚体2尾に，被験物質濃度200mg／Lアセトニトリル溶液

1砿を添加し，5．5の操作に従って分析し回収率を求めた。魚体重量（2尾の合計）10gの

時，添加した被験物質の魚体中濃度は20μg／gであり，第一濃度区試験水濃度

　（0。2mg／L）の100倍相当である．4回分析を行ったところ，平均添加回収率は83・1％，

最大値と最小値の差は9．4％，標準偏差3．8％で定量性は良好であった。平均添加回収率

の値を用いて魚体の分析値を回収率補正した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Tab．4（p．23），Fig8（p．38～39）］
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6濃縮度試験方法
6．1供試魚

　D供試魚：　　コイ（σ〃f加硲03fPノαコイ科）

　　入手先：　　㈱三京水産（東京都新宿区市谷甲町1－1番地）

　　入手日：　　2000年11月　8日

　　ロット：　　00－K－1108

　　予備処理二　入手時に目視観察をして異常のあるものを除去し，流水状態で飼育した。

　　　　　　　　　じゅん此期間中には薬浴は行っていない。

　　全長：　8±4cm

　　体　重：　　約5g

　　隼　齢：　　孵化後一年の魚

　21じゅん化

　　水槽恥：　　　C－5

　　水温：　　24士2℃

　　期間：　2週間以上

　　餌の種類：　㈱キョーリン製ベビーゴールド

　　給　餌：　　魚体重の約2％相当（毎日，但し休日は無給餌）

　　試験前1週間の死亡魚の割合：〈5％

6，2試験条件

　1）試験濃度（設定濃度）

　　第一濃度区二　　　〇．2mg／L　（助剤2一メトキシエタノール　≒12、5pp皿（v／v））

　　第二濃度区：　　　0，02mg／L　（助剤2一メトキシエタノ一斗　≒】2．5ppm（v／v）〉

　　コントロール区二　〇皿g／L　　（助剤2づトキシェタノール　　12．5pp皿（v／v））

　2）希釈水供給量：　　　　800L／日（換水回数16回／日）

3）フィード原液供給量二　20mL／日

4）飼育密度（取込開始時）

　第一濃度区：

　第二濃度区：

　コントロール区：

51試験温度：

6）溶存酸素濃度二

7〕エアレーション：

28尾ノ50L試験水（L　Ogあたり1L／日以上）

28尾／50L試験水（LOgあたり1L／日以上）

24尾／50L試験水（1．Ogあたり1L／日以上）

　　24士2℃

　飽和溶存酸素濃度の6脇以上（24℃の場合は5皿g／L以上）

　　あり

ワ
」



　81pH二　　　　　　6．0～8．5

　9）照光時間，照明タイプ：約16hr／日，H　f蛍光ランプ（波長400－700nm）

　1ω取込期間1　　　　　　28日間

6．3濃縮度試験装置

　　概要をFig，1（μ29）に示した。

6．4試験水の調製

　1｝フィード原液の調製

　　（第一濃度区）

幽幽
　　　　←2一メトキシエタノール／精製水；1／1

　　　　1

　　　　被験物質濃度：8000mg／生

　（第二濃度区）

　　　←2一メトキシエタノール／精製水＝1／1

　　　被験物質濃度：800㎎ノL

　（コントロール区）

　　2一メトキシエタノール／精製水＝1／1，！000凪

2）試験水の調製

　　llにより調製したフィード原液を，フィード原液供給用定量ポンプを用い希釈混合管

　へ供給し，希釈水供給用定量ポンプにより供給された希釈水と混合して所定の試験濃度

　にした後，試験水槽へ供給した．　　　　　　　　　　　　　　　　［Fig．］（p。29）］

i
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6．5試験条件下の安定性

　Dフィード原液中での安定性

　　　6．41）の第二濃度区フィード原液（被験物質濃度800mg／L）を室内に放置し，0，

　　15，32日後に，アセトンで400倍に弄釈した後，GCで分析し，フィード原液中の

　　被験物質濃度の経時変化を調べた．

　　　32日後も初期濃度の102％（了84mg／L→800mg／L）が検出され，被験物質はフィー

　　ド原液中で安定であった。　　　　　　　　　　　　［Tab．5（p、24），Fig、9（p．40）］

6．6魚の投入及び管理

　　2日間以上空運転し，所定の試験濃度が保たれていることを確認した後，コイを試験水

　槽に投入し試験を開始した．

　　飼育期間中下記について観察，測定を行った．

　D給　餌

　㈱キョーリン製へ’ヒ㌧コ㌧ルドを・1日1回（休日は除く）体重の約2％量給餌した．

2｝供試魚の状態

　形状，遊泳，摂餌状況を観察した。

3）溶存酸素及び水温

　試験水サンプリング日に測定した。　卓上溶存酸素計：電気化学計器製　DOHO型1ぬn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯用温度計：横河電機製　245502型｛Nα4〕

4）脂質含量

　取込開始時及び終了時に，コントロール区から採取したコイの脂質含量を測定した。

　　（それぞれ肝3）

5）p　H

　取込開始時及び終了時に測定した。　卓上p　H計＝東亜電波工業製　田一40V型（恥I1

5．了被験物質の濃度測定

　11試験水

　　　取込開始時（0日目），4，7，14，21，28日目にサンプリングし，5．4の方法

　　により被験物質濃度を測定した。

2）魚体

　　　取込開始後，4，7，ユ4，21，28日目にコイを4尾ずつサンプリングし，4尾

　　を用いて2尾ずつ2回に分け，5，5の方法により被験物質濃度を測定した。
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6，8濃縮倍率

　D濃縮倍率の算出

　次式により各測定時における濃縮倍率を算出する。

　　B　C　F＝各測定時におけるC　f／各測定時までのCw（平均）

　なお定常状態に達した場合，定常状態における濃縮倍率も次式により算出する。

　　B　C　Fss；定常状態におけるC　f（平均）／定常状態におけるCw（平均）

B　C　F：　各測定時における濃縮倍率

B　C　F　s　s：定常状態における濃縮倍率

C　f：　　　魚体中濃度　　　　　（μg／g）

Cw：　　　試験水中濃度　　　　（mg几）

定常状態：48時間以上の間隔で連続した3回の測定における濃縮倍率の変動が

　　　　　20％以内の場合に定常状態に達したとみなす．C　fおよびCwの平均

　　　　　は取込終了までの最後の連続した3回の測定から算出する．ただし，

　　　　　試験期間中の濃縮倍率が100倍未満の場合，濃縮倍率の変動が20％

　　　　　以上であっても定常状態に達しているとみなす。この場合B　C　F　ssの

　　　　　算出は行わない。

2）濃縮倍率測定限界

　　魚体ブランク試験の結果・被験物質は検出されず，検出限界濃度はく0．8μg／gであっ

　た。魚体重量によっても変わるが，試験水の設定濃度0．2㎎ん（第一濃度区）では，約

　4倍以上，0，02田g／L（第二濃度区）では，約40倍以上濃縮した時，濃縮倍率が測定でき

　る。
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7　結　果　及　び　考　察

7．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　28日間の取込期間中，該当する事象はなかった。

7．2供試魚の管理

　　28日間の取込期間中，死亡例はなく，正常に飼育されたことを確認した。

供試魚の状態：

体　重：

全　長：

水　温：

溶存酸素濃度’

p　H：

脂質含量：

形状，遊泳，摂餌等の異常は認められなかった。

4．45～8．999

7、2～9．4cm

23．5～23．8℃

7．2～8．2皿g／L

7．2～τ．4

開始時4．5％（n＝3，4．3～4．8％）

終了時4．8％（n二3，3．7～5．7％）

（終了時における脂質含量平均値は，開始時の±25％以内であった．）

7．3試験水中の被験物質濃度

　　取込期間28日間の平均試験水中濃度は，第一濃度区がα198mg／L，第こ濃度区が

　α0214mg／しとほぼ設定通りであった。濃度の変動係数は、それぞれ8、9％，6．9％であった．

　　　　　　　　　　　　［Taじ6～了（P．25～26），Fig］0～11（P、25～26），APPendix3］

7．4魚体中の被験物質濃度及び濃縮倍率

　　被験物質の魚体中濃度は，第一濃度区がく0、92μg／g，第二濃度区がく0、85μg／gであっ

　た。濃縮倍率はそれぞれく5倍，〈39倍であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Tab，8～9（μ27～28），ApPendix4］

　　以上の結果から・被験物質の魚類への濃縮性は低いと判断される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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